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平成２９年大磯町議会 

３月定例会一般質問（２月２７日・２８日） 

質問議員 質 問 事 項（ １ 日 目 ） 答弁者 

１ 

８番 

清田 文雄議員 

（ 60 分） 

9:05～10:05 

 

１．町の障がい者福祉施策について 

障害者就労施設で就労する障がい者や、在宅で就業する障がい者の経済

面の自立を勧めるため、「国等による障害者就労施設等からの物品等の調

達の推進等に関する法律」いわゆる、障害者優先調達推進法が平成 25 年

４月１日より施行された。 

地方公共団体などは毎年度、障害者就労施設等からの物品の調達方針を

作成するとともに、当該年度の終了後、調達の実積を公表することになっ

ている。 

大磯町でも平成27年 11月より、この障害者優先調達推進法に基づき、

障害者就労施設からの物品等の調達について必要な事項を定めた。 

そこで、次の点について質問する。 

（１）障害者優先調達推進法が施行されたことに対しての、現在までの町

の取り組みについて。 

（２）今までの調達目標と実積、今後の方針は。 

（３）昨年７月に大磯町福祉作業所等連絡会より、役場本庁舎内での物品

販売の要望が提出されたが、その内容と回答は。 

 

２．旧吉田茂邸及び大磯町郷土資料館の危機管理体制について 

 平成 28年 12月定例会において、旧吉田茂邸を郷土資料館の別館として

位置付け、郷土資料館と一体的に管理、運営を行うための条例が可決され、

平成29年４月１日から旧吉田茂邸がオープンする。 

そこで、次の点について質問する。 

（１）平成 21 年に焼失した旧吉田茂邸は、全国民・町民の皆様の貴重な

寄付により再建され、４月より一般公開となるが、再び火事等で焼

失することのないよう、新築の旧吉田茂邸の防火体制と警備体制は

構築されているのか。 

（２）昨年 11 月にリニューアルオープンした大磯町郷土資料館本館の防

火体制と警備体制はどのようになっているのか。 

（３）郷土資料館本館には、貴重な資料が過去から積み重なり保存されて

いると思うが、その保存体制は確立されているのか。 

（４）常設展示や企画展など、公開展示されている資料等についての警備

体制はどうなっているのか。また警備マニュアル等は整備されてい

るのか。 

（５）町には、委託管理されているものも含め、貴重な資源である建造物

や多くの貴重な資料等が保存されている。今後の観光政策を考える

上でも、危機管理体制は極めて重要であると考えるがどうか。 
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２ 

９番 

玉虫志保実議員 

（ 90 分） 

10:25～11:55 

１．大磯駅前ロータリー周辺について 

 駅前の歩道にあった「自転車は降りて通ろう」と書かれた三角コーンも

いつの間にかなくなり、自転車の通行、歩行者の歩きたばこ、吸い殻のポ

イ捨て等、駅周辺でのマナーが乱れていると感じる。そこで、交通安全と

「大磯町美しいまちづくり条例」の視点から駅前ロータリー周辺について

質問する。 

（１）現在民間業者が営業する西駐輪場が廃止された場合、駅前ロータリ

ーを通過し、大磯駅前自転車駐車場を利用する自転車、バイクが増加

すると予想される。駅周辺の交通安全についてどのように考えている

のか。具体的な対策はあるのか。 

（２）平成 24 年４月１日に「大磯町美しいまちづくり条例」が制定され

てから５年になろうとしているが、その効果はあったのか。条例の実

効性を保つために罰則規定を設けたが、罰則を適用することはあった

のか。 

（３）駅前の混雑解消と安全のために、東駐輪場の解体工事終了後、駅前

用地に喫煙コーナーや待ち合わせコーナーの設置をする考えはある

のか。 

 

２．大磯町立中学校の給食について 

 平成 28 年１月 12 日から導入のスクールランチは１年１カ月経過した。

「学校給食の必要性」と「食育」の観点から、選択制でデリバリー方式を

採用する市町が多いなか、大磯町は選択制ではなく「全員給食」という形

でデリバリー方式の給食を採用している。 

そこで、次の点について質問する。 

（１）「食育」という考えに基づく教育的要素を取り入れたスクールラン

チと「単なる学校給食」の違いは何か。現在のスクールランチはどち

らに属しているのか。また、町の考える「食育」とはどのようなもの

で、それに基づく「教育的要素を取り入れたスクールランチ」とはど

のようなものか。教育的要素を取り入れてあれば、生徒が食べる食べ

ないは関係ないのか。 

（２）自校式給食の町立小学校とデリバリー方式の中学校の給食費の流れ

には、どのような違いがあるのか。給食に関係することで、事務職員

が受け持つ仕事にはどのようなものがあり、スクールランチ導入前と

比べて増加した仕事の内容と仕事量はどうか。 

（３）12月定例会の一般質問の町長答弁で「子どもたちの健康を守る責任

は感じている」とあるが、子どもたちの健康をどのように守るのか。

中学生の昼食をより楽しく充実したものにするために今後できるこ

とは何か。 
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３ 

７番 

二宮加寿子議員 

（ 60 分） 

13:00～14:00 

 

１．大磯町地域防災計画について 

 計画の中で災害を減災へと向けた対策として、地震発生時や風水害にお

ける被害を防止・軽減する対策を伺う。 

（１）現状として、町の首都直下地震の感知方法は。 

（２）消防自動車が入りにくい延焼拡大地域はあるか。 

（３）防災拠点となる公園の確保は。 

（４）町のメール発信と防災ラジオの状況は。 

（５）大磯港を活用した緊急輸送物資や避難者の輸送のための計画は。 

（６）火災の拡大防止対策として、消防の広域化及び広域連携は。 

 

２．子育て支援について 

 子育てをしていて負担や不安に思うことの悩みをかかえている人への

町の対応はどうか。 

（１）子育て支援総合センターに来られない人への対策や対応は。 

（２）遊び場としての公園整備の今後の計画は。 

（３）子育て世代の定住に向けた取り組みは。 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

４ 

３番 

関  威國議員 

（ 40 分） 

14:20～15:00 

 

１．国府橋の架け替えに伴う事業の現状と今後について 

国府橋の架け替えは、用地交渉が難航し進んでいない。そのため、国府

橋の架け替え、県の不動川拡幅整備がいまだに着工できないでいる。 

昭和７年頃つくられた橋はバスの開通時に補強されているが、老朽化が

進み、予測される南海トラフ地震や首都直下地震で崩落災害がいつ起きて

も不思議でない。また、橋の幅が狭く、いまだに交互通行で住民は不便な

思いをしている。    

近年は気象変動の影響も加わり、台風は勢いを増し豪雨が増えている。

住民の生命と財産を守るためにも、災害が起きる前に災害防止対策を進め

る必要がある。 

また、町道生沢月京1号線は、私有地がⅤ字形に食い込み、軽自動車が

やっと通れる状況である。 

中﨑町長は賀詞交換会のあいさつで「決断と実現」の年と所信表明され

た。国府橋の架け替え（幹線 21 号線整備事業）と生沢月京 1 号線整備事

業は、防災のためにも「決断と実現」をする時期である。 

そこで、下記の３点について問う。 

（１）国府橋の架け替え（幹線21号線整備事業）、生沢月京1号線整備事

業の経緯は。 

（２）用地交渉の現状と問題点は。 

（３）今後の取り組みと完成目標は。 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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５ 

15番 

柴崎  茂議員 

（ 90 分） 

15:20～16:50 

 

１．教育委員会の問題はなぜ片付かないか 

 町長が議会の同意を得て任命した教育委員に問題はないか。ガバナンス

上の責任はだれにあるか。 

（１）学校教育課についてはどうか。 

（２）生涯学習課についてはどうか。 

 

２．町民の生命や財産は守られているか。また、そこに差別はないか。 

（１）代官山の消火栓はいつつけるのか。大磯では、火災によるがれきの

後片付けは何軒目から全額公費負担か。 

（２）平塚市黒部丘の日本たばこ産業の平塚工場の解体でのアスベスト対

策に意を払っているか。 

 

３．再度問う。栗原匡賢副町長は町長の信頼に応え、町民の負託に応えて

いるか。 

（１）特定の建設業者に肩入れしてないか。 

（２）特定の公益財団法人に県職時代のつながりで便宜をはかってない

か。 
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質問議員 質 問 事 項（ ２ 日 目 ） 答弁者 

６ 

２番 

竹内恵美子議員 

（ 60 分） 

9:00～10:00 

 

１．子育て世代包括支援センターについて 

 妊娠から出産、育児までを一貫した切れ目のない支援を実施する「子育

て世代包括支援センター」については、国の「少子化社会対策大綱」（平

成27年３月閣議決定）及び「まち・ひと・しごと創生総合戦略（2015年

改定版）」（平成27年 12月 24日）において、概ね平成32年度末までに、

地域の実情を踏まえながら、市区町村における取り組みを一層推進し、全

国展開を目指すこととされている。 

 大磯町では、平成22年度から「子育て支援総合センター」を中心に、

安心して子どもを産み、育てる環境づくりや子どもが健やかに成長できる

ための取り組みを進めているのは理解している。 

国が全国展開を目指す「子育て世代包括支援センター」の取り組みとは

機能面等で異なるのか。 

また、大磯町として、この「子育て世代包括支援センター」の設置に向

け、どのような対応をしていくのか。 

 

２．鴫立庵の維持管理運営や整備について 

日本三大俳諧道場の一つである鴫立庵は、神奈川県の「新たな観光の核

づくり交付金」を活用した周辺環境整備や、平成 28 年度から民間事業者

による指定管理者制度による維持管理・運営を図るなど、取り組みに力を

注いでいる状況だと思うが、その取り組みによる手応えと今後の展開につ

いて、どのように進めていくのか。 

 

３．行政組織について 

行政組織における職員配置や定員管理の在り方等については、今年度か

ら５カ年の計画期間となる「第４次定員適正化計画」に基づき行われてい

る。 

また、国においては、「働き方改革」などの急速な動きも見える中、本

町においても、限られた人数で町政運営ができるよう努めていかなければ

ならない状況にある。 

計画における職員数の考え方など、次の点について伺う。 

（１）現在の職員定員数、再任用職員数、任期付職員数の状況は。 

（２）職員の男女比等の状況は。 

（３）年齢や採用年数別の職員構成の状況は。 

（４）新たな取り組みを進めていくべき業務への職員配置の考え方は。 
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７ 

13番 

渡辺 順子議員 

（ 90 分） 

10:20～11:50 

 

１．石神台地区の太陽光パネル設置工事のその後について 

 平成27年、石神台地区の斜面地で大量の樹木を伐採し太陽光パネルを

設置する工事が始まり、地域住民の反対で一時中断された。現在、斜面地

にはパネルの架台が置かれたまま雑草が生い茂り荒れ果てている。昨年全

国で倒産した太陽光パネル設置事業者は60数社だったと聞いている。 

現在どのような状況になっているか。 

 

２．参画と協働によるまちづくりを推進するルールや基準について 

 現在、大磯町自治基本条例町民委員会によって自治基本条例の見直しが

行われており、先般出された中間とりまとめの中で、町民参画のルールや

基準を作成する必要があるとの意見があった。全国でも参加のルールを定

めている自治体が増えている。本町でも条例の理念である参画と協働のま

ちづくりを推進するために、町職員と町民が共通理解と認識の基に条例を

運用できるよう、参加の範囲や基準、手続き等、基本とすべきルールを定

めてはどうか。 

（１）住民参加の手続きについて。 

（２）情報の共有と説明責任について。 

（３）協働の推進として、住民活動の支援や環境整備について。 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

11番 

高橋 英俊議員 

（ 40 分） 

13:00～13:40 

１．災害対策について 

 大磯町地域防災計画は、毎年検討を加え、必要により修正するものとさ

れている。東日本大震災による教訓や大磯町防災会議での協議を踏まえ、

平成25年３月に改訂されたが、その後、修正や追記は行われたか。 

 また、災害発生時は職員にどのように情報が発信され、参集するのか。

また、災害対策本部設置後の職員の情報共有と業務内容の方針はどのよう

に進められるのか。 

 

２．災害に強いインフラ整備について 

 町民の日常生活に密接に係わる道路等は、災害時には、初期段階の避難

路として非常に重要な役割を果たしている。近隣市への避難を考えた時、

町の南北方向の道路整備（幹線17号線）が重要である。 

 また、橋梁やＪＲをくぐる地下道、道路照明灯など様々な道路施設も重

要である。 

 そこで、次の点について問う。 

（１）橋梁長寿命化修繕計画の進捗状況は。 

（２）道路ストック定期点検の実施状況は。 
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町 長 
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９ 

12番 

鈴木 京子議員 

（ 90 分） 

14:00～15:30 

 

１．新しい公共施設建設と町民参画の関係は 

大磯港みなとオアシス賑わい交流施設や駅前整備の議論はオープンな

形で進んでいるとは思えない。自治基本条例の中間とりまとめや議会基本

条例との関係も見えてこない。 

町長はどのように住民の参画を保障し、住民本位のまちづくりを進めて

いくのか、所見を問う。 

 

２．町の福祉事業推進に対する考え方は 

 恒道会の運営改善はいまだに見えてこないと考える。新しい施設建設の

話を聞き及ぶが、増床や移転についての見解は。運営改善の内容を含め、

問う。 

 おおいそ福祉会かたつむりの家の施設退去と損害金請求の裁判が始ま

る。利用者や家族に影響を与えない保障はあるのか。福祉における施設の

公平・平等な使用とは何か。 

 

３．職員の働き方の改善の考えは 

 仕事量は間違いなく増えているが、職員数は増えない。中途退職も後を

絶たない状況で、住民サービスは低下しているのではないか。全庁的な業

務量調査やアンケートで働き方の実態把握をし、職員のモチベーションを

上げる対策をとる必要性を強く感じる。町長等の所見を問う。 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

９名  ２０問 

時間は、事情により変更になる場合がありますのでご了承ください。 


